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第１章：緒言

1.1 高齢者のインターネット利用及び活用による効果

60 代の 86.8％、70 代の 65.5％、80 代以上で 33.2％がインターネットを利用。60 代の 92

％、70代も 76％がスマートフォン（以下、スマホ）を所有。

スマホなどの ICT 機器を高齢者が使うことによる効果について、インターネットをコミュ

ニケーションに利用する人は健康度自己評価、幸福感がともに高い、非対面交流中心であっ

ても、健康度自己評価に寄与する、インターネットの利用頻度が高いと、社会的活動が促進

される、生活においてスマートフォンを利用することの有効性を実感できているほど、抑う

つ症状が少なく、孤独感が少ないこと。

1.2 若中年層との比較したスマホの利用の効果

その一方、スマホを利用することによる生活の変化（肯定的な事項）は若中年層と比較し

てみると高齢層は少なく、高齢層の中でも多方面に渡って変化をしている層とそうでない層

に分かれる。

1.3スマホの利用に関連する要因分析に関する既存研究の到達点と課題

高齢者全体のスマホの利活用がどのようなステージを経て習熟が図られるかを示した研究

がない。スマホの場合にも、段階を経て利活用の習熟が図られている可能性がある。

1.4 トランスセオレティカルモデルのスマホ利用への適用の可能性

高齢者の介入研究として Prochaska が提唱した「トランスセオレティカルモデル

（transtheoretical model：以下 TTM）」がある。Prochaska は人が行動を変える場合は「無

関心期」→「関心期」→「準備期」→「実行期」→「維持期」の 5 つのステージを通ると考

え、ひとつでも先のステージに進めるには、その人自身が今どのステージにいるかを把握

し、ステージに合わせた介入を必要とするとしている。新たな行動を始める「運動行動」に

おいて Nigg らは運動行動に関する TTMの手法は、高齢者にも適用できるのかを検証し、既

存の TTM尺度の測定構造と適切性が確認された。

スマホの利用についても、いきなり利用が始まる訳ではなく、ステージを踏む可能性があ

る。しかし、先行研究では、高齢者のスマホの利用に関連する要因を TTMにて明らかにした

ものはない。

1.5 本研究の目的

高齢者のスマホの利用に関連する要因を TTMを用いて明らかにすることを目的。スマホの

利用へのプロセスは「新しいことを始める」というプロセスであることから、高齢者の「運

動行動」の要因分析に TTMを適用した Niggの研究を参考に分析モデル、調査項目を作成。

第 2 章：研究方法

2.1 調査対象

調査対象は以下 3つのルートで収集。①A県 B市「市民交流祭」に来場した人②A県 C市

「交流フェスタ」に来場した人③A県 C市を中心に活動する NPO法人が主催するスマホ教

室の受講者（以下、スマホ教室受講者）。

2.2 測定項目

上述した Niggの尺度の中で「運動」に関するものを「スマホ」に置き換えて作成。

2.2.1 変容ステージの区分方法

スマホの利用頻度と期間、および毎日スマホを利用する意向の有無を軸に変容ステージを

区分。スマホの利用頻度が「毎日利用していない」の中で「6ヵ月以内では毎日利用するよう

にしたいとは思わない」人は「前熟期」、「6ヵ月以内にでも毎日利用するようにしたい」人
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は「熟考期」、「1ヵ月以内にでも毎日利用するようにしたい」人は「準備期」とした。「毎

日利用している」という人のうち、利用期間が「6カ月以内」人は「実行期」、「6カ月以上

前」人は「維持期」に区分。

2.2.2 独立変数

①変容プロセス

経験的プロセス（意識の高揚・ドラマティックリリーフ・自己再評価・環境的再評価・社

会的解放）、行動的プロセス（反対条件付け・援助関係・強化マネジメント・自己解放・刺

激コントロール）」それぞれの概念を各 3 問（計 15 問）、5 件法で回答、結果を数量化。

Cronbach のα係数は経験的プロセスで 0.74 以上、行動的プロセスは、0.71以上。

②セルフエフィカシー（自信）

周囲のサポート、セキュリティなど計 4 問、5 件法で回答、結果を数量化。Cronbach のα

係数は 0.89。

③意思のバランス：プロス（利得）とコンズ（コスト）

それぞれ 5 問、4 件法で回答、結果を数量化。Cronbach のα係数はプロズが 0.84、コンズ

が 0.86。

2.2.3 統計解析法

ステージの変化による差異を見るため、「前熟期と熟考・準備期」の比較、「熟考・準備

期と実行・維持期」の比較を、平均点の検定（t 検定）を行った。

2.3 倫理的配慮

文書と口頭で主旨を説明した上で、調査への参加の協力を得た。本研究は桜美林大学研究

倫理委員会の承諾（承認番号 23030）を得ている。ているが、何故企業は評価制度と重要の

位置を置くのかる。評価制度は従業員の業績を改善し、そのうえに、企業の業績を向

第 3 章：結果

3ルート合計の回答者数は 127。平均年齢に有意差は見られず、男性比で有意差が見られ女

性が多い。

前熟期には変容プロセスにおいて高い項目は少ない。熟考・準備期になると、経験的プロ

セスにおいて高い項目が特に増え、実行・維持期になると多くの変容プロセスが高い。ま

た、意思のバランスにおいてプロズがコンズを上回った。なおセルフエフィカシーの変化は

見られなかった。

第 4 章：考察

4.1先行研究との比較

運動に関して、先行研究では十分研究ができていないため、変容プロセスの比較は、喫煙

習慣を用いて行った。

前熟期、喫煙習慣とスマホの利用行動では全て異なる結果。スマホに関して「意識の高

揚」「援助関係」「社会的解放」の高まりが見られなかったのは、スマホを所有していない

割合が高いことが関連。スマホの利用行動で高まりが見られたのが「ドラマティックリリー

フ」「自己解放」。「ドラマティックリリーフ」はスマホを利用することに関する恩恵・生

活の変化であり、経済的損失や、交流機会の損失を感じている可能性。「自己解放」もスマ

ホ利用に関する周囲（同年代）の関心に関連しているため、テレビや新聞、或いは日常の会

話の中でスマホが取り上げられる機会が増えているのではないかと推察。

熟考・準備期、喫煙習慣とスマホ利用の一致点は「意識の高揚」「社会的解放」である。

喫煙習慣とは反対の結果も見られ、「ドラマティックリリーフ」はスマホ利用行動では前熟

考期で高まったが、熟考・準備期では下がった。利用シーンが想定出来始めているため、ス

マホによる恩恵・生活の変化がある程度見込まれたため、下がってきたと推察。

実行・維持期、喫煙習慣とスマホ利用が共通しているのは「反対条件づけ」「強化マネジ
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メント」「刺激コントロール」。「反対条件づけ」の高まりが、前ステージ以上であったの

は、実際にスマホを毎日利用することにより、想定していた利用シーンが実行され、より高

い結果となったと思われる。また「強化マネジメント」が高くなったのは、スマホを利用す

る習慣により、日々の生活が充実したことを実感できているのではないか。「刺激コントロ

ール」はスマホ利用が、喫煙習慣同様、習慣化されたことにより、高まりを見せたのではな

いか。

セルフエフィカシー（自信）の変化は見られなかった。運動行動においてはステージが上

がるごとに上昇することが確認されているが、スマホ利用は維持期であっても、新たな対応

・知識の習得が求められる時や、周りのサポートがなくなった時などには、スマホを毎日利

用することは、困難になるが想定される。

意思のバランスは、運動行動・喫煙習慣に問わず、前熟考期、熟考・準備期はコンズがプ

ロズを上回っており、実行・維持期では逆転しプロズがコンズを上回った。スマホ利用につ

いては、コンズは全ステージにおいて得点の変化が見られなかったのは、実行期においても

家族や友人のサポートを受けており、そのことを負担と感じているではないか。またプロズ

に関しては、ステージが上がると高くなったことが確認でき、スマホを利用することで生活

の豊かさを実感出来ている。

4.2介入の検討

前熟期であるが、上記のように他の研究と違い、変容プロセス等盛り上がりを見せる項目

が少ない。この時期は、テレビや新聞などの媒体からの介入が次のステージに上がる可能性

がある。

熟考・準備期においては身近な人の存在の介入（体験談などを伝える）により、毎日の利

用につながる可能性がある。

実行・維持期では継続して周囲のサポートの環境を整えるが必要。

4.3研究の限界

調査対象者の偏りがある。市民が交流する場での調査は、比較的健康でそのような活動に

参加しようとする意欲がある高齢者。スマホ教室の受講生への調査はスマホに興味を持って

いる人である。

各ステージの分析対象者数で、特に第 2ステージ（熟考期）と第 4ステージ（実行期）の

サンプル数が少ない。
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